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1、 研究の背景と目的

1981年の「完全参加と平等」を目標とした国際障害者年以降、欧米のノーマライゼーション理念やわが国の障害当事者運動の影響を受けて日本においても急速に「障害者」の自立思想が広がり、近年、地域で多くの「障害者」の社会参加する様子がマスコミでも頻繁に取り上げられるようになった。今日わが国でも「障害者」の自立と社会参加の支援等のための施策が急速に整備され始めてきた。

しかしながら一般社会やマスコミで取り上げている「障害者」とはいわゆる重度障害者のことであり、必ずしも「常時介助を必要としない障害者」（軽度障害者と呼ばれることもある）はイメージされていないものと思われる。

特に若い世代の「常時介助を必要としない障害者」は現実に障害者団体に加入する人は少なく、そのため障害者運動にみるような政治的組織力というものもない。それどころかそもそも日常生活において彼らには問題意識が顕在化されていないのではないだろうか。田垣は、軽度障害者が健常者社会において、障害者でもない、健常者でもないという「どっちつかずのつらさ」をもつと述べている。

このように大半の「常時介助を必要としない障害者」は自分自身に葛藤を抱きながらも既存の健常者社会に同化しようとして、むしろ工夫をしながら健常者となんでも一緒にしようとすることで社会参加していると捉えているのではないかと思う。

そこで本研究の目的は、本研究で使用する「常時介助を必要としない障害者」を「日常生活上の活動の制約や困難の程度が低く、常時介助がなくても何らかの望ましい状態を実現することができる障害者」と定義し、「常時介助を必要としない障害者」個々人の生活世界から、いわゆる重度障害者とは異なる「常時介助を必要としない障害者」にとっての社会参加上の障壁と彼らの戦略を明らかにすることとする。

2、 研究の方法

本研究は、マイルズとヒュバーマン（Miles and Huberman）の分析枠組みを参考にした仮説探索型研究である。その分析は①データの圧縮、②データの表示、③結論の導き出しと検証という3つの構成要素からなっている。

本調査にあたっては「常時介助を必要としない障害者」のライフストーリーに焦点をあてた質的研究を行った。調査手順として、対象者4名へのインタビュー調査は2005年1月から2005年6月まで、個別に1回から4回の非構造化面接を中心に行った。調査対象者は、「常時介助を必要としない障害者」のライフサイクルにおける「障害」への意識や葛藤の変化、社会生活を送るうえでの問題意識を顕在化させるために、全員が就学前に明らかに見て分かる身体障害をもち、普通学校・普通学級に通った人たちとする。内訳は40代が1名、60代が3名である。

3、 結果

　DPIが設立総会時に宣言した、「障害者」が社会への完全参加を達成するために求めた基本的人権を参考にし、「常時介助を必要としない障害者」の社会参加領域を次の６つと設定した。すなわち、教育、雇用、福祉サービス、自立（交通アクセス）、文化とレクリエーション、家族生活（親との関係・結婚問題）の６領域においてライフストーリー・インタビューから「常時介助を必要としない障害者」の障壁となっているものについて分析を行った。

　分析の結果、「常時介助を必要としない障害者」にとっての社会参加上の障壁として次の３つが析出された。すなわち、①「常時介助を必要としない障害者」を孤立させてしまう社会のあり方、②社会福祉制度利用上の不備、③健常者のまなざしである。さらに以上のような「常時介助を必要としない障害者」にとっての社会参加上の障壁を彼らが乗り越える方法として、彼らの戦略が明らかとなった。彼らの戦略は、困難な場面をただ乗り切るためだけの個人レベルでの短期的戦略と、社会へ問題を提起していく場合の長期的戦略に分けられる。

　「常時介助を必要としない障害者」の短期的戦略は、上記した社会参加上の障壁に対応する形で示す。まず、「常時介助を必要としない障害者」を孤立させてしまう社会のあり方に対しては、健常者を中心とする社会で自らの存在を障害とは関係のない本質的能力で証明したり、障害ゆえに一人でできないことに対しては諦めてしまい、健常者社会に「あわせる」という戦略をとる。また、社会福祉制度利用上の問題については、社会福祉サービスを利用しないという戦略をとる。彼らにとってできないこととは「ちょっと」だけであり、自分でできるように常に先回りして工夫をしておく場合が多い。就労によって、健常者と同じように税金を払い障害基礎年金をもらわないことが社会生活を健常者と対等にできているというプライドになっている人もいた。最後に、健常者のまなざしに対する戦略である。たまたま街中などで出会った「障害者」に対する健常者の差別的なまなざしに対して彼らは「一生懸命」に経済的な裕福さを武器に、他者より優位に立つという存在証明をして乗り切ろうとしていた。あるいは、職場など「障害者」と継続的に関係性をもたなければならない場合、「障害者」には障害者役割を担わされたりする。健常者は自分たちの地位が脅かされる危険を感じたとき、「常時介助を必要としない障害者」を一瞬にして異質な「障害者」という低い地位に落としめ、彼らを孤立させてしまう事例もあった。

年齢を重ね、健常者のまなざしを感じながら様々な経験をしてきた「常時介助を必要としない障害者」には一種の「居直り」が生まれる。換言すると、これまで見てきたような社会参加上の障壁への「慣れ」が彼らの居直りを導いているともいえる。そして居直った彼らにとって時には「障害」そのものを武器にすることで、健常者のまなざしを変化させるものともなりうるのである。障害者団体に入ったり、「障害」を見せることでの一種の社会貢献を行うことで社会に問題を提起していくようになる。

4、 考察

「障害」を肯定的に捉える視点は、「常時介助を必要としない障害者」にとって簡単に手に入れられるものではない。多くは他者より優位に立つという存在証明によって、「障害」以外の能力で自らの存在価値を証明する方向に向かっているのが「常時介助を必要としない障害者」の実情だと思われる。彼らはほかの「障害者」といると優越感を感じ、あるいは競争しなくてもいられる平穏さを感じるが、やがては物足りなさを感じていくのだと思われる。

それは、一つに次のような理由が考えられる。多くの「常時介助を必要としない障害者」が、健常者とともに過ごしてきた時間が長い中で、困難なことに対して「障害者」であるとの自覚をもっていたとしても、障害者運動に見るような肯定的な障害観を形成する機会もなかったためだと思われる。これは、「障害者」と健常者を分けてきた社会のあり方に大きく影響を受けていると考えられる。

本研究では「常時介助を必要としない障害者」が、日常生活における困難なことや、健常者のまなざしですら戦略で乗り切るうえでの意識や葛藤が明らかとなった。4名のインフォーマントの時代性に影響は受けるものの、「常時介助を必要としない障害者」をとりまく社会のあり方や彼らの生活における対処の仕方は現在においても彼らには健常者社会における「周辺化された地位」しか与えられてこなかったものといえる。
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